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和歌山大学教育学部紀要 第68集 第１巻 自然科学（2018)
最初の図４のアンケート結果から、向陽高校における
アンケート結果と同様に、今回の実験に興味を持って
行うことができたと考察できる。次の図５の結果から、
実験の難易度としては、標準的であると推察できる。
よって、今回の塩化物イオンの定量実験は、学校現場
でも実践できる内容であることがわかった。
最後に、中学、高等学校の教師を目指している大学
生についても同様の実験を行い、アンケートをとった。
得られたアンケートの結果を図６-８に示す。このアン
ケート結果から、将来、中学校や高等学校の教員を目
指す大学生は、今回実践した海水中の塩化物イオンの
定量が中高理科の教材として適していると考えている
ことがわかった。一方、実際に指導できるかという問
いに対しては、約50％にとどまった。さらに、海水の
ような身近な教材に興味があるかという問いに対して、
大いに興味があると答えた大学生は60％であった。こ
のことから、大学生にとって、海水を題材にした実験
は教材として適しているが、実験を指導する難しさや
教科書に載っていないことを教えることに少し戸惑っ
ているように思えた。今後、理科の指導者として活躍
するためには、より高度な実験技術や幅広い知識をで
きるだけ早く身につけることが大切であると思われる。
今回の実験では、10倍に薄めた試料水10mLを測
り取り、25または50mLのガラス製の茶色のビュレ
ットで滴定実験を行った。今後、我々は10倍に薄めた
試料水１mLを２mLのマイクロビュレットを用い、
マイクロスケールで滴定実験を行うことなどを計画し
ている??。マイクロスケールでの実験??は、有害物質で
あるクロム酸カリウムの使用量を少なくでき、より安
全な実験ができると考えられる。
本研究を行うにあたり、和歌山県立向陽高等学校お
よび日高高等学校の SSH(スーパーサイエンスハイス
クール)事業担当の先生方に大変お世話になりました。
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